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【成果】               【取組】               

 
     

 

三鷹市立第六小学校（２年目） 
【校長】 【児童数】    【学級数】 

藤原 和彦  733 名      27 学級 

 

○保健・食育・運動の 3 本柱を主軸にした取組 
＜保健面の取組＞ 
・研究授業（保健領域）を設定し、授業改善。 
・自分の健康状況を記録する取組（保健委員会等） 
・健康教育として他教科（家庭科、学活、道徳、総合的な学習

の時間、教育活動全般）に位置づける。 
・健康フォーラムの開催 健康に関する課題について授業・講

演を通じて、保護者・地域と共に考える。  
＜食育面の取組＞ 
・研究授業（食育領域）を設定し、授業改善。 
・系統性を構築。 
・年間の活動（学期に１回おにぎりの日）や食育週間を設定。 
＜運動面の取組＞ 
・研究授業（体育科）を設定し、授業改善。 
・体活運動（六スポ）や運動を日常化する活動のレベルアップ 
・オリンピアン・パラリンピアン・アスリート派遣授業を設定

し、運動への興味関心を高める。 

次の取組へ 

目標 ・ライフデザインを考えることのできる児童の育成 
  ・食への関心をもつ児童の育成（８０％以上） 
    ・児童が主体的に関わることができる常時活動の構築（９０％以上） 

・生活・保健︓養護教諭と担任の保健指導により 
 児童の生活習慣や保健に関する興味関心は高

まっている。さらに、家庭や地域と連携して自
己の生活に活かすことができることを目指し
たい。 

・食育︓自校給食の良さを活かし栄養士との連携
を図っている。一方で残食量は一定量あり減
少傾向ではない。食への関心を高め、健康やよ
りよい成長を考えた食事を促す必要がある。 

・運動:昨年度２月アンケートでは、体育の授業
では「進んで学習していない・あまり進んで学
習していない」と答えた５年児童が、男児で
3.0％、女児で 11.3％いる。 

 

○保健・食育・運動の 3 本柱を主軸にした取組を継続 
＜保健面の取組＞ 
・学習課題を自己選択、自己決定できる場面を意図的に設定し、

学びを自分事とすることができた。 
・それぞれの「好き」や意見を否定しない雰囲気をつくること

で、他者を認め合う様子が見られた。 
・健康フォーラムの開催 初回から第６回までの参加者は延べ

400 名を超えて様々な健康課題をテーマにし、保護者や地域
の方々と一緒に考えることができた。  

＜食育面の取組＞ 
・体験的な学習を行うことで、食への興味を高め、学習に主体

的に取り組むことができた。 
・栄養士や養護教諭との連携を行うことで、学びの視点を広げ

ることができた。 
＜運動面の取組＞ 
・魅力的な場が設定されたことで、子供たちが夢中になって遊

び、運動しているような世界観だった。 
・自己調整をし、自分で課題を選択している様子が見られた。 
 

＜保健面の取組＞ 
・家庭との連携が欠かせないため、今後も密に連携し継

続した指導を続ける必要がある。 
・学んだことを自分の生活にどのように結びつけるか、

さらに思考を深められる時間になるといい。  
＜食育面の取組＞ 
・学習課題が多様であるため、話し合いをより充実させ

るよう、意図的なグループ編成が重要である。 
・学習課題を調べる際は、インターネットだけでなく、

実地調査やインタビュー等の体験を取り入れたい。 
＜運動面の取組＞ 
・子供一人ひとりの実態や学習状況を的確に見取り、教

師がどのように働きかけるか、検討する必要がある。 
・「楽しい」から「技能」への結び付け方が難しい。「どう

したらできるかな︖」という揺れも楽しさになる。 

トップアスリートとのふれあい 
体を動かしながら考える 夢・希望・人 
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・鈴木 徳一さん 

・津久井 信介さん 

・長友 泰憲さん 
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令和６年度  
  Vol.1 「うわべじゃない！ゲーム依存」 

      久里浜医療センター医療福祉相談室長   

前園 真毅 様 

  Vol.2 「足が変われば明日が変わる！足育のすすめ」 

      JES 日本教育シューズ協議会 理事  武原 充宜 様 

  Vol.3 「子どもの睡眠 これで改善！よい眠りとは」 

                江戸川大学 特任教授 福田 一彦 様 

 

令和７年度 
Vol.４ 「今だからこそ知っておきたい！ 運動と発育発達」 

                       本校 校長 藤原 和彦 

Vol.５ 「目からウロコ！アイケア・スキル」 

    （株）メニコン 学術教育研修部   植木 千香子 様 

Vol.6 「折れない心ってどう育てる？ライフスキル」 

            神戸大学 名誉教授    川畑 徹朗 様 

Vol.7 「ずっと笑顔でいるために」 

         オリンピック金メダリスト  吉田 沙保里 様  

 

健康フォーラム 

授業だけでは終わらない教育活動 
子供の日常に溶け込むように 

六スポ 
月に１回程度実施する体育的活動（通称「六

スポ」）。音楽をはじまりの合図に、子供たち

は各運動場所に散っていく。６年生は１年生

を迎えに行き、高学年が中心となって、たて

割り班を運営している。 

運動遊びの種類は全１８種類。雨天日（暑熱

日）バーションは場所を工夫して実施した。 

令和７年度からは、６年生がみんなが楽しめ

るためにはどうしたらよいかを考え、主体的

に運動遊びを工夫できるようにした。 

 

おにぎりの日 
学期に１回実施する「おにぎりの日」。この日

の給食は、いつもと違う。自分だけのオリジ

ナルおにぎりを作るために、子供たちは家か

ら好きな具材を持ってくる。ごはんの中心に

くぼみを作って、持ってきた具材と心を込め

て、自分で握る。形も大きさも自由。大事な

のは楽しく、おいしく食べること。具材を忘

れてしまった時は、給食の焼き魚や野菜を入

れても大丈夫。いつもは残りがちな白いごは

んも、この日の食缶は空っぽに。 

 

学校農園 
食育では、食べることだけでなく、食材を育

て、調理する過程の経験も大切にしてきた。

学校から徒歩５分ほど離れたところにある

学校農園に行き、ぐんぐん育つことを願って

種まきをしたり、大きく育った食材を収穫し

たりした。自分で育てた食材には、愛着がわ

き、「どうやって食べたらおいしいだろう？」

と想像しながら、家に持ち帰ることを楽しみ

にしている姿が見られた。 

 


